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嵯
峨
朝
に
お
け
る
文
章
と
経
国

　
　
―
漢
文
芸
の
二
重
の
価
値
―

宋
　
晗

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

古
代
日
本
史
上
初
の
勅
撰
漢
詩
集
で
あ
る
『
凌
雲
集
』
の
序
文
は
、
こ

の
よ
う
に
書
き
お
こ
さ
れ
て
い
る
。「
魏
文
帝
曰
へ
る
こ
と
あ
り
、「
文
章

は
経
国
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
な
り
。
年
寿
は
時
有
り
て
尽
き
、
栄
楽
は

其
の
身
に
止
ま
る
」
と
。
信ま
こ
と

な
る
哉（

（
（

」。
魏
の
文
帝
の
こ
の
有
名
な
言
葉

は
『
典
論
』「
論
文
」
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
論
文
」
は
『
文
選
』

に
収
録
さ
れ
て
い
た
。
序
の
作
者
で
あ
る
小
野
岑
守
は
『
文
選
』
か
ら
こ

の
一
文
を
取
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嵯
峨
朝
・
淳
和
朝
は
漢
風
謳
歌

の
時
代
と
呼
ば
れ
、『
凌
雲
集
』（
八
一
四
年
）『
文
華
秀
麗
集
』（
八
一
九

年
）『
経
国
集
』（
八
二
七
年
）
と
、
わ
ず
か
一
五
年
の
間
に
三
つ
の
勅
撰

漢
詩
文
集
が
生
み
出
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
以
降
の
日
本
漢
文
学
研
究
に
お

い
て
こ
の
時
代
の
様
相
を
把
握
す
る
の
に
、
詩
賦
制
作
が
国
家
経
営
に
資

す
る
と
い
う
嵯
峨
朝
の
文
学
理
念
た
る
文
章
経
国
思
想
を
表
す
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、『
凌
雲
集
』
序
に
引
用
さ
れ
た
魏
文
帝
の
文
言
は
定
位
さ
れ

て
き
た
。
本
稿
は
こ
の
思
想
を
考
察
の
対
象
と
す
る
が
、
先
行
研
究
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
節
で
は
研
究
史
を
整
理
し
つ
つ
論
点
を
提
示
す

る
。
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二
、
研
究
史
概
観

　

文
章
経
国
思
想
が
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
校
註
日
本
文
学
大
系

24「
懐
風
藻
・
凌
雲
集
・
文
華
秀
麗
集
・
経
国
集
・
本
朝
続
文
粹
」（
一
九
二
七

年
）
の
尾
上
八
郎
氏
に
よ
る
解
題
で
あ
る
。
尾
上
氏
は
平
城
・
嵯
峨
・
淳

和
三
帝
が
漢
詩
文
に
熟
達
し
て
い
た
こ
と
が
因
と
な
っ
て
皇
親
・
廷
臣
の

漢
詩
文
制
作
が
促
さ
れ
、
そ
の
思
想
的
根
拠
が
『
典
論
』「
論
文
」
の
揚

言
で
あ
っ
た
と
し
、「
い
わ
ゆ
る
、「
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。」

と
い
う
信
条
が
、
堅
く
保
持
せ
ら
れ
て
い
た
」（
現
代
仮
名
遣
い
・
常
用

漢
字
に
適
宜
改
め
た
）
と
い
う
。
解
題
と
い
う
制
約
も
あ
っ
て
概
略
的
で

は
あ
る
も
の
の
、
平
安
朝
初
頭
に
お
け
る
時
代
思
潮
と
し
て
の
「
文
章
経

国
」
が
岡
田
正
之
氏
の
『
日
本
漢
文
学
史
』（
一
九
二
九
年
）
に
言
及
さ

れ
て
い
な
い
の
を
思
え
ば
、
尾
上
氏
が
い
ち
は
や
く
指
摘
し
た
事
実
は
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

尾
上
氏
の
指
摘
に
実
証
が
加
え
ら
れ
る
の
は
池
田
源
太
『
奈
良
・
平
安

時
代
の
文
化
と
宗
教
』（
永
田
昌
文
堂
、一
九
七
七
年
）「
文
章
経
国
」（
初

出
一
九
六
二
年（

（
（

）
お
よ
び
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
下

巻
（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）「
弘
仁
・
天
長
期
に
お
け
る
勅
撰
詩
集
の

成
立
―
―
凌
雲
新
集
・
文
華
秀
麗
集
・
経
国
集
―
―
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

平
安
朝
文
学
研
究
の
領
域
に
目
を
向
け
れ
ば
、
両
氏
よ
り
早
く
阿
倍
秋
生

氏
が
文
章
経
国
思
想
を
論
じ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
阿
部
氏
は
『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
24
―
11
「
文
学
精
神
の
流
れ
」（
一
九
五
九
年
）
の

第
二
章
中
古
を
担
当
し
、「
弘
仁
期
の
意
欲
」
と
い
う
一
分
節
で
左
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
（
現
代
仮
名
遣
い
・
常
用
漢
字
に
改
め
た
）。

　
　

�　

平
安
初
頭
の
日
本
人
が
、
漢
文
学
に
こ
れ
だ
け
の
比
重
を
か
け
た

こ
と
は
、
そ
れ
が
、「
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。」
で
あ
る
の
自

負
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
は
思
わ
れ
る
が
…
…
『
懐
風
藻
』（
七
五
一
）

と
同
じ
く
、唐
詩
の
模
倣
で
あ
り
な
が
ら
、一
応
の
意
欲
と
し
て
は
、

模
倣
を
越
え
て
、
彼
等
自
身
の
も
の
を
盛
り
こ
も
う
と
し
て
い
た
ら

し
い
…
…

　

阿
部
氏
の
指
摘
は
、『
古
今
和
歌
集
』
成
立
以
前
の
平
安
朝
に
お
い
て

和
文
作
品
が
寥
々
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
勅
撰
三
集
・『
日

本
後
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る
漢
文
の
述
作
が
夥
し
い
と
い
う
事
実
に
端
を

発
し
て
い
る
。
傍
線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
阿
部
氏
は
『
懐
風
藻
』
と
勅

撰
三
集
の
間
に
横
た
わ
る
詩
風
の
相
違
に
、
留
保
付
き
で
は
あ
る
が
嵯
峨

朝
の
詩
文
創
作
の
独
自
性
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
「
弘
仁
期
の
生
気
」
の

思
想
的
根
拠
と
し
て
『
典
論
』「
論
文
」
が
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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現
在
の
我
々
が
知
る
文
章
経
国
思
想
の
骨
子
は
、
ほ
ぼ
阿
部
氏
の
概
説
に

作
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
い
で
池
田
・
小
島
両
氏
の
論
を
概
観

し
よ
う
。
ま
ず
、
両
氏
の
論
で
文
章
経
国
思
想
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
資

料
を
提
示
す
る（

（
（

。

　
　

①
『
凌
雲
集
』
序

　
　

�　

臣
岑
守
言
、
魏
文
帝
有
曰
、「
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。

年
寿
有
時
而
尽
、
栄
楽
止
乎
其
身
」。
信
哉
。

　
　

�　

臣
岑
守
言ま
う

す
、魏
文
帝
曰
へ
る
こ
と
有
り
、「
文
章
は
経
国
の
大
業
、

不
朽
の
盛
事
な
り
。
年
寿
は
時
有
り
て
尽
く
る
こ
と
あ
り
、
栄
楽
は

其
の
身
に
と
ど
ま
る
」
と
。
信ま
こ
と

な
る
哉
。

　
　

②
弘
仁
三
年
勅
（『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
五
月
二
一
日
勅
所
引
）

　
　
　

経
国
治
家
、
莫
善
於
文
、
立
身
揚
名
、
莫
尚
於
学
。

　
　

�　

国
を
経お
さ

め
家
を
治
む
る
に
、
文
よ
り
善
き
は
莫な

く
、
身
を
立
て
名

を
揚
ぐ
る
に
、
学
よ
り
尚
き
は
莫
し
。

　
　

�

③
弘
仁
一
四
年
二
月
二
八
日
、
有
智
子
内
親
王
山
荘
へ
の
行
幸
時
に

賦
さ
れ
た
嵯
峨
御
製
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
一
四
年
一
〇
月
二
六

日
条
・
有
智
子
内
親
王
薨
伝
）

　
　
　

忝
以
文
章
著
邦
家　

忝
く
も
文
章
を
以
て
邦
家
に
著あ
ら

は
る

　
　
　

莫
将
栄
楽
負
煙
霞　

栄
楽
を
将も

て
煙
霞
に
負そ
む

く
こ
と
な
か
れ

　
　
　

即
今
永
抱
幽
貞
意　

即
ち
今
よ
り
永と

こ

し
へ
に
幽
貞
の
意
を
抱
き

　
　
　

無
事
終
須
遣
歳
華　

無
事
に
し
て
終
に
歳
華
を
遣や

る
べ
し

　

第
一
に
池
田
源
太
氏
の
文
章
経
国
論
は
、
右
掲
資
料
①
②
③
を
嵯
峨
天

皇
の
経
国
的
文
学
観
の
表
れ
と
評
価
し
て
詩
文
が
「
政
治
と
表
裏
一
体
の

関
係
を
持
つ
も
の
」
と
概
括
し
、
弘
仁
・
天
長
年
間
に
頻
繁
に
開
催
さ
れ

た
詩
宴
を
そ
の
具
体
例
と
み
な
す
。
池
田
氏
の
文
章
経
国
論
は
奈
良
朝
後

期
を
含
み
こ
む
も
の
で
あ
り
、
律
令
の
規
定
で
官
僚
に
漢
文
の
作
成
能
力

を
求
め
て
い
た
結
果
、
漢
文
の
唯
美
性
を
集
約
す
る
詩
文
へ
の
意
識
が
朝

野
に
充
溢
し
た
と
氏
は
素
描
す
る
。
文
章
経
国
思
想
の
形
成
基
盤
を
ひ
ろ

く
時
代
の
中
で
把
握
し
た
池
田
氏
の
論
は
、
そ
の
後
の
文
章
経
国
思
想
研

究
の
枠
組
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
小
島
憲
之
氏
の
論
で
あ
る
が
、氏
は
池
田
氏
の
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

勅
撰
三
集
の
序
文
を
分
析
し
、
同
時
代
に
高
揚
し
て
い
た
「
文
章
経
国
」

思
想
が
三
集
の
序
に
反
映
さ
れ
、
文
章
の
政
治
性
不
朽
性
が
標
榜
さ
れ
た

と（
（
（

す
る
。
小
島
氏
は
池
田
氏
と
同
じ
く
、
嵯
峨
朝
の
文
学
活
動
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
の
「
文
章
経
国
」
に
駆
動
さ
れ
、
空
前
の
高
ま
り
を
み
せ
た

点
を
論
じ
る
が
、
そ
れ
に
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
光
を
あ
て
た
と
評
価
し

う
る
。嵯
峨
朝
に
お
け
る
文
章
経
国
思
想
は
通
説
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、

以
降
、
様
々
な
角
度
か
ら
嵯
峨
朝
詩
壇
の
特
質
が
照
射
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
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と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
通
説
に
再
考
を
促
し
た
の
が
滝
川
幸
司
氏
の
「
勅
撰
集
の

編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
―
嵯
峨
朝
に
於
け
る「
文
章
経
国
」の
受
容
再
論
―
―
」

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
188
、
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。
滝
川
氏
の
趣
旨
は
、
文

章
経
国
思
想
が
因
と
な
っ
て
勅
撰
三
集
が
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
前
代
未
聞
の
勅
撰
集
編
纂
の
正
当
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、『
凌

雲
集
』
序
に
文
帝
の
揚
言
が
選
び
取
ら
れ
た
と
す
る
。
な
る
ほ
ど
小
島
氏

は
『
典
論
』「
論
文
」
が
『
凌
雲
集
』
序
に
引
用
さ
れ
る
ま
で
の
古
代
日

本
官
人
が
考
え
る
文
章
と
政
治
の
関
係
性
を
論
じ
た
う
え
で「
文
章
経
国
」

を
論
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
研
究
史
上
の
通
説
的
理
解
は
や
は

り
『
典
論
』「
論
文
」
に
文
章
経
国
思
想

0

0

な
る
も
の
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
嵯
峨
朝
に
移
植
さ
れ
花
開
い
た
、
と
い
っ
た
よ
う
な
図
式
が
支
配

的（
（
（

で
あ
り
、
か
か
る
理
解
が
精
確
で
な
い
こ
と
は
滝
川
氏
が
指
摘
す
る
通

り
で
あ
る
。『
典
論
』「
論
文
」
の
趣
旨
と
『
凌
雲
集
』
序
の
趣
旨
に
は
明

ら
か
な
齟
齬
が
あ
り
、
序
の
作
者
で
あ
る
小
野
岑
守
は
、
い
わ
ば
断
章
取

義
的
に
文
帝
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
滝
川
氏
は
文
章
経
国
思
想
は
朝
廷
全
体
を
ひ
ろ
く
覆
う
も
の
で

は
な
く
、限
定
的
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

勅
撰
三
集
中
、
国
史
に
上
進
の
記
載
が
あ
る
の
は
『
経
国
集
』
の
み
で
あ

り
、『
凌
雲
集
』『
文
華
秀
麗
集
』
ま
で
を
も
含
め
て
勅
撰
集
編
纂
が
国
家

的
大
事
業
で
あ
っ
た（

（
（

と
評
価
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
限
定

的
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、文
章
経
国
思
想
を
抱
い
て
い
た
官
人
集
団
は
、

当
然
な
が
ら
詩
賦
を
制
作
す
る
こ
と
が
職
務
た
る
嵯
峨
朝
詩
人
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
勅
撰
三
集
に
入
集
し
た
官
人
の
大
半
が
大
学
寮
文
章
科

で
の
専
門
訓
練
を
受
け
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
詩
文
の
専
門

家
で
あ
る
文
章
科
出
身
者
に
と
り
、
詩
賦
は
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の

か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
文
章
経
国
思
想
に
対
す
る
従
来
の
解
釈
を
押
さ
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
小
島
氏
の
『
典
論
』「
論
文
」
に
関
す
る
記
述（

（
（

を

引
用
す
る
。

　
　

�　

こ
の
「
論
文
」
に
み
え
る
「
文
章
は
経
国
の
大
業
」
云
云
は
、
文

学
の
地
位
の
独
立
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
在
来
の
儒
教
的
政
治

的
文
学
観
を
放
逐
し
、
こ
こ
に
文
学
に
新
し
い
意
味
を
附
与
し
た
論

で
あ
る
と
、
中
国
学
者
諸
家
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
論
文
」
に
み
え
る
文
章
が
文
学
で
あ
り
、
こ
こ
に
文
学
が
儒
教
か
ら

離
れ
て
独
立
し
た
と
の
見
解
は
、
は
や
く
に
鈴
木
虎
雄
氏
が
『
支
那
詩
論

史
』（
一
九
二
五
年
）
に
「
文
学
自
覚
の
時
代
」
の
根
拠
と
し
て
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
文
章
即
文
学
と
い
う
解
釈
に
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
こ

と
は
、
そ
の
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
小
島
氏
も
「
論
文
」
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に
い
う
文
章
経
国
は
功
利
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
認
め
て
お
り
、
右
掲

論
文
で
は
「
多
少
の
割
引
を
し
て
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
も
こ
と
わ
っ

て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
先
行
研
究
に
お
け
る
文
章
経
国
思
想
理
解

の
問
題
は
、
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
漢
風
全
盛
と
い
う
嵯
峨
朝
の
文
脈
に
ひ
き

ず
ら
れ
て
文
章
経
国
＝
文
学
経
国
へ
と
、論
を
性
急
に
進
め
た
点
に
あ
る
。

そ
の
結
果
、『
凌
雲
集
』
序
に
掲
げ
ら
れ
た
経
国
的
文
章
観
と
、
実
際
に

勅
撰
三
集
に
収
録
さ
れ
た
詩
の
唯
美
的
な
作
風
と
の
齟
齬
が
指
摘
さ
れ
、

文
章
経
国
思
想
は
空
疎
な
観
念
的
粉
飾
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
小
島
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
文
章
経
国
思

想
を
「
う
わ
す
べ
り
で
過
大
な
空
言
」
と
さ
え
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
野
岑
守
が
天
皇
の
意
を
承
け
、
嵯
峨
朝
詩
人
の
代
表

者
と
し
て
『
凌
雲
集
』
序
を
執
筆
し
た
時
、
文
学
理
念
を
表
し
う
る
数
多

の
文
言
を
読
み
比
べ
、
極
め
て
冷
静
に

0

0

0

0

0

0

そ
れ
ら
の
表
現
の
効
果
を
勘
案
し

た
結
果
、『
典
論
』「
論
文
」
を
選
択
し
た
、
と
い
っ
た
よ
う
な
理
解
は
同

時
代
の
詩
壇
の
雰
囲
気
に
即
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し

ろ
「
論
文
」
の
揚
言
を
選
び
と
っ
た
と
こ
ろ
に
、
君
臣
の
生
気
の
う
ね
り

を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
詩
人
た
る
文
章
科
出
身
者
を
と
り
ま
く
嵯
峨
朝
の
政

治
環
境
を
ふ
ま
え
、「
文
章
は
経
国
の
大
業
…
…
」
を
引
用
し
て
詩
の
価

値
を
言
挙
げ
す
る
に
至
っ
た
彼
ら
の
自
己
認
識
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ

る
。
よ
っ
て
第
三
節
で
は
、
魏
晋
か
ら
唐
ま
で
に
か
け
て
の
文
章
と
経
国

の
関
係
を
検
討
し
、
第
四
・
五
節
で
は
第
三
節
を
前
提
と
し
て
嵯
峨
朝
に

お
け
る
文
章
と
経
国
の
関
係
を
分
析
す
る
。

　
　
　

三
、
人
材
の
条
件
と
し
て
の
文
章
経
国

　
「
文
章
は
経
国
の
大
業
に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
と
い
う
曹
丕
の

揚
言
は
ま
こ
と
に
印
象
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
文
章
が
純
粋
な
文
学

で
あ
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
文
章
が
な
に
ゆ
え
功
利
性
と
不
朽
性
を
有
す

る
の
か
、
本
文
の
脱
漏（

（
（

が
想
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
曹
丕
の
真
意
は
つ
か
み
づ

ら
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
「
論
文
」
の
解
釈
を
試
み
る
前
に
、
魏
晋
南
朝
・

唐
の
資
料
で
文
章
と
経
国
が
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
文
例
を
検
討
し
、
官

人
の
文
章
と
経
国
に
対
す
る
一
般
的
な
理
解
を
探
り
た
い
。
文
帝
の
揚
言

は
、
お
そ
ら
く
本
人
の
趣
意
か
ら
離
れ
て
官
人
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
魏
末
の
応お
う

璩き
よ

の

「
百
一
詩
」（『
文
選
』
巻
二
一
）
を
掲
げ
る
。
訓
み
く
だ
し
は
新
釈
漢
文

大
系
に
従
う
。

　
　

1
下
流
不
可
処　

君
子
慎
厥
初

　
　
　
　

下
流
に
処を

る
可べ

か
ら
ず　

君
子
は
厥そ

の
初
め
を
慎
む
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2
名
高
不
宿
著　

易
用
受
侵
誣

　
　
　
　

名
は
高
く
と
も
宿

あ
ら
か
じ

め
著
あ
ら
は
れ

ず　

用も
つ

て
侵し
ん

誣ぷ

を
受
け
易
し

　
　

3
前
者
隳
官
去　

有
人
適
我
閭

　
　
　
　

前さ

き者
に
官
を
隳す

て
て
去
る　

人
有
り
我
が
閭り
よ

に
適ゆ

く

　
　

4
田
家
無
所
有　

酌
醴
焚
枯
魚

　
　
　
　

田
家
有
る
所
無
し　

醴れ
い

を
酌
み
枯
魚
を
焚や

く

　
　

5
問
我
何
功
德　

三
入
承
明
廬

　
　
　
　

我
に
問
ふ
「
何
の
功
徳
あ
っ
て　

三
た
び
承
明
の
盧
に
入
る

　
　

6
所
占
於
此
土　

是
謂
仁
智
居

　
　
　
　

此
の
土
に
占
む
る
所　

是
を
仁
智
の
居
と
謂
ふ

　
　

7
文
章
不
経
国　

筐
篋
無
尺
書

　
　
　
　

文
章
は
経
国
せ
ず　

筐き
や
う
け
ふ篋

に
尺せ
き

書し
よ

無
し

　
　

8
用
等
称
才
学　

往
往
見
嘆
誉

　
　
　
　

�

等な
に

を
用も
つ

て
才
学
を
称
せ
ら
れ　

往
々
に
し
て
嘆
誉
せ
ら
る
る
」

と

　
　

9
避
席
跪
自
陳　

賎
子
実
空
虚

　
　
　
　

席
を
避
け
て
跪
い
て
自
ら
陳
ぶ　
「
賎
子
は
実
に
空
虚
な
り

　
　

10
宋
人
遇
周
客　

慚
愧
靡
所
如

　
　
　
　

宋
人
は
周
客
に
遇あ

ひ　

慚
愧
し
て
如し
た
が

ふ
所
靡な

し
」
と

　

詩
題
の
「
百
一
」
の
意
味
は
諸
説
紛
々
と
し
て
定
か
で
は
な
い
が
、
ひ

と
ま
ず
魏
末
の
司
馬
氏
専
横
に
揺
れ
動
く
世
相
を
譏
っ
た
も
の
と
解
す

る
。
官
を
辞
し
て
郷
里
に
戻
っ
た
作
者
を
有
る
人
物
が
訪
問
し
、
そ
の
無

才
を
非
難
し
て
作
者
は
た
だ
た
だ
恥
じ
入
る
ば
か
り
、
と
い
う
戯
曲
的
構

成
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
5
～
8
で
あ
る
。
5
の
「
承
明

廬
」
は
宮
中
の
承
明
門
の
傍
に
あ
る
宿
直
室
で
、
皇
帝
の
任
官
命
令
を
受

け
る
場
所
。
7
の
「
筐
篋
」
は
文
箱
、「
尺
書
」
は
意
見
書
を
い
う
（
以

上
新
釈
漢
文
大
系
）。
来
訪
者
は
応
璩
に
対
し
て
、
足
下
に
何
の
功
と
徳

が
あ
っ
て
三
度
の
任
官
に
預
か
っ
た
の
か
、
足
下
の
文
章
は
経
国
の
役
に

立
た
ず
、
文
箱
に
意
見
書
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
「
才
学
」
が
あ
る

0

00

0

0

0

と
世
間

か
ら
評
価
さ
れ
て
称
賛
を
受
け
た
の
だ
、
と
非
難
し
て
い
る
。
非
難
の
根

拠
は
文
章
が
経
国
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず「
才
学
」

を
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
文
章
は
詩
賦

の
み
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
三
国
志
』
魏
書
「
応
璩
伝
」

裴
松
之
注
所
引
『
文
章
敍
録
』
に
よ
れ
ば
、
応
璩
は
典
著
作
の
職
に
就
い

て
い
た
と
い
う
。『
三
国
志
』
魏
書
「
衛え
い

覬き

伝
」
に
は
「
詔
を
受
け
て
典

著
作
と
な
り
、
ま
た
『
魏
官
儀
』
を
為つ
く

る
」
と
あ
り
、
応
璩
と
同
じ
典
著

作
の
任
に
あ
っ
た
衛
覬
は
儀
式
書
『
魏
官
儀
』
を
編
纂
し
て
い
た
。
従
っ

て
応
璩
の
在
官
時
の
職
務
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
の
作
成
が
含
ま
れ
て
い

た
と
類
推
さ
れ
る
。『
文
章
敍
録
』
に
よ
れ
ば
応
璩
は
「
博
学
に
し
て
属
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文
を
好
み
、
善
く
書
記
を
為
」
っ
た
と
い
う
。
書
記
は
実
用
文
の
類
で
あ

り
、
応
璩
詩
に
い
う
文
章
も
ま
た
政
務
と
関
わ
る
文
書
を
念
頭
に
お
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
典
論
』「
論
文
」
で
奏
・
議
・
書
・
論
・
章
・
表

が
文
章
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
曹
丕
が
論
評
し
た
建
安
七
子
が
各
種
の

公
文
書
作
成
に
長
け
た
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
思
い
か
え
し
た
い
。「
百
一

詩
」
で
応
璩
は
自
ら
の
文
章
が
経
国
に
値
し
な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
を
う

ら
が
え
せ
ば
、
文
章
が
経
国
の
域
に
達
す
る
者
こ
そ
が
政
治
に
有
用
な
人

材
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

学
才
が
「
経
国
」
に
つ
な
が
る
例
を
南
朝
に
求
め
て
み
よ
う
。『
宋
書
』

「
袁
豹
伝
」は
袁
豹
が
有
能
で
あ
る
こ
と
を「
博
学
に
し
て
文
辞
を
善
く
し
、

経
国
の
材
有
り
」
と
評
し
て
い
る
が
、「
博
学
善
文
辞
」
は
先
に
見
た
『
文

章
敍
録
』
の
応
璩
評
の
「
博
学
好
属
文
」
と
同
工
異
曲
で
あ
る
こ
と
は
言

を
ま
た
な
い
。「
袁
豹
伝
」
で
は
続
け
て
、
袁
豹
に
「
経
国
の
材
」
が
あ

る
た
め
に
劉
宋
の
建
国
者
・
劉
裕
（
こ
の
時
は
東
晋
太
尉
）
に
招
聘
さ
れ

て
長
史
に
な
っ
た
と
い
い
、
学
才
を
見
込
ま
れ
て
招
聘
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
文
章
は
人
材
の
質
を
量
る
目
安
で
あ

り
、
同
時
に
政
治
に
不
可
欠
な
文
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
了
解
さ
れ

る
。
つ
い
で
科
挙
制
度
が
整
備
さ
れ
た
初
唐
に
お
い
て
文
章
と
経
国
が
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
李
嶠
が
成
均
祭
酒

補
任
を
ふ
た
た
び
固
辞
す
る
旨
を
述
べ
た
「
自
内
史
再
讓
成
均
祭
酒
表
」

（『
文
苑
英
華
』
巻
五
七
七
）
を
掲
げ
る
。

　
　

�　

臣
本
諸
生
、
階
縁
常
調
。
幼
趨
『
詩
』『
礼
』、
才
学
修
身
。
①
長

習
文
章
、
罕
能
経
国
。
徒
以
淹
年
曠
日
、
積
勤
累
労
、
②
無
翼
而
偶

摩
霄
、
不
材
而
参
構
廈
。

　
　

�　

臣
本
よ
り
諸
生
、
常
調
に
階
縁
す
。
幼
く
し
て
『
詩
』『
礼
』
に

趨は
し

り
、
才
学
身
に
修
む
。
①
長
ら
く
文
章
を
習
へ
ど
も
、
経
国
を
能

く
す
る
こ
と
罕ま

れ

な
り
。
徒
ら
に
以
て
年
を
淹つ
ひ
や

し
日
を
曠む
な

し
く
し
、

勤
を
積
み
労
を
累か
さ

ね
、
②
無
翼
に
し
て
摩
霄
に
偶あ

ひ
、
不
材
に
し
て

構
廈
に
参
ず
。

　

引
用
箇
所
で
李
嶠
は
自
ら
の
平
凡
不
才
を
縷
縷
述
べ
る
。
①
で
は
な
が

ら
く
文
章
を
研
鑽
し
て
き
た
も
の
の
経
国
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

②
で
は
翼
を
持
た
ず
し
て
偶
然
に
も
天
に
達
し
、
不
才
で
あ
り
な
が
ら
も

朝
政
に
与
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
自
己
卑
下
し
て
い
る
。
①
で
文
章
と
経
国

が
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
李
嶠
は
右
の
謙
遜

の
辞
と
は
裏
腹
に
、
弱
冠
に
し
て
進
士
科
に
及
第
し
た
俊
英
で
あ
っ
た

（『
新
唐
書
』「
李
嶠
伝
」）。
引
用
箇
所
か
ら
は
身
を
立
て
る
手
段
と
し
て

の
文
章
、
文
章
に
習
熟
す
る
こ
と
で
自
他
か
ら
期
待
さ
れ
る
「
経
国
」
の

才
能
、
そ
し
て
そ
の
先
に
国
政
参
画
と
い
う
、
科
挙
官
人
の
理
想
的
な
、
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か
く
あ
る
べ
き
階
梯
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
文
章
は
一
個
人
の
官
僚
と

し
て
の
総
合
的
な
能
力
を
反
映
す
る
も
の（
（1
（

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、『
典
論
』「
論
文
」の
揚
言
で
あ
る「
蓋

し
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
の
解
釈
に
戻
ろ
う
。
本
節

で
は
「
経
国
の
大
業
」
＝
功
利
性
、「
不
朽
の
盛
事
」
＝
不
朽
性
と
い
う

二
極
か
ら
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
用
例
と
「
論
文
」
の
接
続
点
を
考

え
た
い
。『
典
論
』「
論
文
」
執
筆
当
時
の
曹
丕
の
社
会
的
地
位
を
確
認
す

れ
ば
、
少
な
く
と
も
王
太
子
の
座
に
あ
り
、
魏
王
国
の
次
代
を
担
う
立
場

に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
曹
丕
は
人
材
と
し
て
登
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人

材
を
登
用
す
る
為
政
者
の
立
場
か
ら
文
章
を
捉
え
て
い
た
。
曹
丕
に
と
っ

て
生
涯
の
富
貴
は
既
に
確
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
帝
王
と
し
て

そ
の
視
線
が
個
人
の
立
身
出
世
を
つ
き
ぬ
け
た
不
朽
の
功
業
・
不
滅
の
名

声
へ
と
む
か
う
の
は
当
然
で
あ
る
。『
典
論
』「
論
文
」
末
尾
に
「
遂
に
目

前
の
務
め
を
営
ん
で
、千
載
の
功
を
遺わ
す

る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
論
文
」
の
趣
旨
の
微
細
は
さ
て
お
き
、
曹
丕
は
当
面
の
政
治
に
汲
々
と

す
る
ば
か
り
で
は
即
物
的
に
過
ぎ
、
志
士
た
る
も
の
そ
れ
を
超
え
て
永
遠

不
滅
の
功
業
＝
不
朽
性
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
文
章
は
功

利
性
と
不
朽
性
を
合
わ
せ
持
つ
媒
体
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
曹

丕
は
ま
た
、「
文
章
経
国
の
大
業
…
…
」
の
後
続
で
「
文
章
」
の
典
型
例

に
『
周
易
』『
礼
記
』
を
例
示
し
て
お
り
、
自
ら
の
文
章
も
ま
た
五
経
の

ご
と
き
社
会
の
規
範
と
し
て
永
世
に
伝
わ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た（
（1
（

と
見
ら

れ
る
。

　

も
と
よ
り
「
文
章
」
の
功
利
性
と
不
朽
性
は
複
雑
に
絡
ま
り
合
っ
て
お

り
、
こ
の
二
つ
の
極
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
先
に
見
て
き
た
応
璩
（
典
著
作
）・
袁
豹
（
太
尉
長
史
）・
李
嶠

（
内
史
）
は
中
下
級
実
務
官
人
と
し
て
上
級
者
か
ら
の
抜
擢
を
待
つ
立
場

に
あ
る
た
め
、
彼
等
に
と
り
、
文
章
と
い
う
も
の
は
立
身
出
世
を
企
図
す

る
功
利
性
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
立
身
出
世
に
汲
々
と
し
た

晋
の
潘
岳
も
同
様
で
あ
り
、「
閑
居
賦
」（『
文
選
』
巻
一
六
）
で
は
「
顧

み
て
常
に
以お
も
え
ら為

く
、
士
の
生
ま
る
る
や
、
至
聖
に
し
て
軌あ
と

無
く
、
微
妙
に

し
て
玄
通
な
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
必
ず
功
を
立
て
事
を
立
て（
（1
（

、
当
年

の
用
を
効い

た

す
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
士
と
し
て
凡
庸
な
自
分
は
当
面
の

要
務
に
身
を
打
ち
込
む
し
か
な
い
、
と
い
う
潘
岳
の
文
言
は
「
目
前
の
務

め
を
営
ん
で
、
千
載
の
功
を
遺
る
」
る
こ
と
を
戒
め
る
曹
丕
の
主
張
と
位

相
を
異
に
す
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
為
政
者
た
る
曹
丕
は
、
応
璩
ら
士
人
一

般
が
ま
ず
望
む
経
国
の
極
致
で
あ
る
大
業
と
、
そ
れ
を
超
越
し
た
不
朽
の

名
声
を
追
求
し
う
る
立
場
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
れ
ば
、
詩
賦
に
限
定
せ
ず
文
章
と
い
う
も

の
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
国
家
社
会
に
有
用
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
吉

川
幸
次
郎
氏
が
つ
と
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
作
詩
作
文
の
能
力
は
「
士
人
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を
士
人
た
ら
し
め
る
資
格（
（1
（

」
を
意
味
す
る
。
曹
丕
の
揚
言
は
士
人
全
般
に

共
有
さ
れ
る
か
か
る
倫
理
的
雰
囲
気
を
印
象
的
に
織
り
な
し
た
、
い
わ
ば

表
象
で
あ
る
。
唐
の
科
挙
を
模
し
て
大
学
寮
を
設
置
し
た
古
代
日
本
に
お

い
て
も
、
公
文
書
に
大
学
寮
の
機
能
が
経
国
を
担
う
人
材
の
養
成
で
あ
る

と
述
べ
た
例
が
あ
る
。
天
長
元
年
（
八
二
四
）
八
月
二
〇
日
に
淳
和
天
皇

の
諮
問
に
応
え
て
奏
上
さ
れ
た
公
卿
の
意
見
書
の
な
か
に
多た

治じ

比ひ
の

今い
ま

麻ま

呂ろ

の
「
諸
氏
子
孫
を
し
て
咸
こ
と
ご
と

く
経
史
を
読
ま
し
む
る
事
」（『
本
朝
文
粋
』

巻
二
）
と
い
う
奏
言
が
あ
り
、
貴
族
子
弟
全
員
の
大
学
寮
就
学
を
建
議
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
多
治
比
今
麻
呂
は
「
古
典
に
緬め
ん

尋じ
ん

し
、
前
王
を
歴
覧
す
れ
ば
、
求
賢
に
労つ
と

め
、
経
国
に
逸
る
」
を
掲
げ
、
人

材
を
求
め
て
経
国
に
勤
し
む
の
が
歴
代
の
君
主
の
務
め
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
今
麻
呂
が
経
国
を
用
い
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
「
国
を
経
め
家

を
治
む
る
に
、
文
よ
り
善
き
は
莫
く
…
…
」
で
書
き
出
さ
れ
た
嵯
峨
天
皇

の
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
勅
以
来
、
賢
才
の
条
件
と
し
て
の
用
語
で
あ
る

経
国
が
官
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
で
は

個
人
の
経
国
の
質
が
反
映
さ
れ
る
文
章
は
、
古
代
日
本
で
い
か
に
定
位
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

四
、
平
安
朝
初
頭
に
お
け
る
文
章
の
公
的
価
値

　

嵯
峨
朝
詩
壇
を
彩
る
菅
原
清
公
・
小
野
岑
守
・
滋
野
貞
主
・
仲
雄
王
ら

が
輩
出
さ
れ
た
大
学
寮
の
文
章
科
は
学
科
と
し
て
比
較
的
新
し
く
、
聖
武

朝
の
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
新
設
さ
れ
、
発
足
当
初
は
大
学
本
科
で
あ

る
明
経
に
分
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
章
科
は
文
書
作
成
を
学
ぶ
学
科

で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
成
立
の
要
因
の
第
一
に
は
、
唐
制
を
継
受
し
て

古
代
日
本
で
も
装
飾
的
な
駢
文
に
よ
る
文
書
作
成
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
公
文
書
を
作
成
す
る
に
は
、
難
解
佶
屈
な
文
体
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
経
典
の
学
習
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、『
史
記
』『
漢
書
』

な
ど
の
史
書
や
、
名
文
を
収
録
し
た
『
文
選
』
を
学
習
・
研
鑽
す
る
の
が

効
果
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
章
科
の
新
設
は
、
明
経
科
の
み
で
は
対

応
で
き
な
い
国
家
と
学
習
者
双
方
の
要
請
に
応
え
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
律
令
制
度
を
支
え
る
た
め
に
平
安
朝
初
頭
の
朝
廷
が
求
め
た

官
人
像
と
は
、
経
典
・
法
律
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
典
故
・

修
辞
が
整
え
ら
れ
た
各
種
公
文
書
を
作
成
可
能
な
人
材
で
あ
っ
た
こ
と（
（1
（

が

看
取
さ
れ
る
。

　

文
章
科
は
各
種
公
文
書
を
作
成
す
る
官
僚
の
養
成
が
目
的
で
あ
る
と
述

べ
た
が
、
つ
と
に
久
木
幸
男
氏
は
文
章
科
設
立
の
目
的
が
宮
廷
詩
人
養
成
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で
あ
っ
た
と
指
摘（

（1
（

し
て
い
る
。
一
見
し
て
公
文
書
を
作
成
す
る
実
務
官
僚

と
宮
廷
詩
人
は
職
掌
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
天
皇
・
親

王
・
高
官
が
主
催
す
る
大
小
の
宴
に
て
詩
賦
を
献
じ
る
こ
と
は
、
漢
文
で

公
文
書
を
作
成
す
る
実
務
官
僚
の
職
務
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
嵯
峨
朝

詩
壇
を
担
っ
た
小
野
岑
守
（
小
野
篁
の
父
）
や
菅
原
清
公
（
菅
原
道
真
の

祖
父
）
は
、
単
に
宮
廷
詩
人
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
務
官

僚
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（1
（

。
行
政
を
滞
り
な
く
執
行
す
る
た

め
の
各
種
文
書
も
、
年
中
行
事
な
ど
の
特
別
な
日
に
宴
の
場
を
麗
し
く
演

出
す
る
詩
賦
も
、
ひ
と
し
く
朝
廷
が
必
要
と
す
る
文
章
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
す
、
と
い
う
記
述
が
『
続
日
本
紀
』
以
降

の
正
史
に
散
見
す
る
の
で
あ
る
。

　

聖
武
朝
に
発
足
し
た
文
章
科
は
、
律
令
制
再
振
粛
が
図
ら
れ
た
光
仁
・

桓
武
朝
に
お
い
て
成
長
を
遂
げ
る
が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
延
暦
年
間

に
開
始
さ
れ
た
文
章
生
試
で
あ
る
。
そ
の
初
見
は
菅
原
清
公
薨
伝
（『
続

日
本
後
紀
』
承
和
九
年
一
〇
月
一
七
日
条
）
の
「
弱
冠
に
し
て
奉
試
し
、

文
章
生
に
補
す
」
で
あ
っ
た
。
古
藤
真
平
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
章

生
試
は
「
合
格
し
て
か
ら
本
格
的
に
学
問
を
始
め
る
の
で
は
な
く
て
、
修

学
の
結
果
の
卒
業
・
就
職
試
験
的
な
も
の（
（1
（

」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
章

科
に
学
ぶ
者
は
秀
才
・
進
士
試
及
第
を
経
ず
と
も
、
卒
業
試
験
的
な
文
章

生
試
を
通
過
す
る
だ
け
で
任
官
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
好
例
が
小
野
岑

守
で
あ
り
、
延
暦
一
六
年
頃（
（1
（

（
七
九
七
）
に
文
章
生
試
に
及
第
し
、
文
章

得
業
生
試
を
経
ず
し
て
（『
二
中
歴
』
に
「
非
成
業
」
と
明
記
）
任
官
し

て
い
る
。
任
官
後
の
岑
守
が
嵯
峨
天
皇
の
近
臣
と
し
て
重
用
さ
れ
、
国
政

に
参
与
し
て
い
た
こ
と
は
先
学
の
論
考（
（2
（

に
詳
し
い
。

　

文
章
生
試
で
更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
詩
に
よ
る
選
抜
試
験
で

あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
存
『
経
国
集
』
巻
一
三
に
収
録
さ
れ
た

南み
な
ふ
ち
の淵

弘ひ
ろ

貞さ
だ

（
延
暦
一
五
年
及
第
）
の
「
奉
試
詠
梁
」
や
小
野
岑
守
の
「
奉

試
詠
天
」な
ど
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。古
藤
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

詩
に
よ
る
登
用
試
験
の
実
施
は
大
学
寮
教
育
に
お
け
る
「
詩
文
の
作
成
を

指
導
す
る
と
い
う
「
文
」
の
教
育
の
拡
充（
（2
（

」
を
意
味
し
た
だ
け
で
は
な
い
。

近
時
、
李
宇
玲
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
唐
で
は
玄
宗
朝
初
頭
か
ら

進
士
科
試
験
に
詩
賦
が
課
さ
れ
、
天
宝
一
〇
年
（
七
五
一
）
頃
に
定
制
と

な
っ
て
お
り
、
文
章
生
試
実
施
は
唐
王
朝
最
新
の
制
度
改
革
を
積
極
的
に

導
入
す
る
桓
武
朝
の
唐
風
政
策
の
一
環（
（2
（

で
も
あ
っ
た
。

　

文
芸
的
な
詩
賦
は
社
会
的
効
用
を
持
た
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
け

れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
六
朝
期
よ
り
鮑
照
ら
非
有
力
氏
族
出
身
の
官
人
は
、

皇
帝
・
諸
王
に
詩
賦
を
含
め
た
文
章
の
作
成
に
よ
っ
て
仕
え
、
出
世
の
足

が
か
り（
（2
（

と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
詩
賦
に
技
術
的
に
巧
み
で
あ
る
こ
と

は
有
力
者
の
推
輓
を
得
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
玄
宗
朝
に
詩

賦
を
進
士
科
受
験
者
に
課
す
こ
と
が
ほ
ぼ
定
例
化（
（2
（

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
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詩
賦
の
持
つ
か
か
る
効
用
を
公
的
に
認
め
て
制
度
化
し
た
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。
奈
良
朝
末
期
に
『
懐
風
藻
』
が
成
立
し
た
よ
う
に
、
古
代
日
本

で
も
詩
は
官
人
の
教
養
を
示
す
も
の
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
た
の
だ

が
、
桓
武
朝
に
お
い
て
詩
の
社
会
的
効
用
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

任
官
へ
の
近
道
が
開
か
れ
た
文
章
科
の
学
生
が
詩
の
価
値
を
強
く
意
識
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
こ
に
文
章
経
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
支
持
す
る

精
神
的
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
次
節
で
は
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
内
容
を
ふ
ま
え
、
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
思
想
に
つ
い
て
考
え

る
。

　
　
　

五
、
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
―
―
詩
賦
が
持
つ
二
重
性
―
―

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
は
文
章
が
も
つ
功
利
性
に
焦
点
を
絞
っ
て
き
た
。

小
野
岑
守
ら
に
と
っ
て
詩
賦
は
立
身
出
世
の
足
が
か
り
を
得
る
た
め
の
媒

介
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、『
凌
雲
集
』
序
は
文
章
＝
詩
の
功
利
性
の
み
を

主
張
し
た
も
の
で
は
な
い
。
本
節
で
は
『
典
論
』「
論
文
」
の
揚
言
に
提

示
さ
れ
た
功
利
性
と
不
朽
性
に
注
目
し
て
『
凌
雲
集
』
序
を
読
も
う
と
思

う
。
一
部
節
略
し
て
掲
げ
る
。

　
　

�　

1
魏
文
帝
有
曰
、「
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
。
年
寿
有

時
而
尽
、栄
楽
止
乎
其
身
」。信
哉
。2
伏
惟
皇
帝
陛
下
、春
台
展
熙
、

秋
荼
翦
繁
。
3
睿
知
天
縱
、
艶
藻
神
授
、
猶
且
学
以
助
聖
、
問
而
增

裕
。
4
属
世
機
之
静
謐
、
託
琴
書
而
終
日
、
嘆
光
陰
之
易
暮
、
惜
斯

文
之
将
墜
。

　
　

�　

1
魏
文
帝
曰
へ
る
こ
と
有
り
、「
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽
の

盛
事
な
り
。
年
寿
は
時
有
り
て
尽
く
る
こ
と
あ
り
、
栄
楽
は
其
の
身

に
と
ど
ま
る
」
と
。
信ま
こ
と

な
る
哉
。
2
伏
し
て
惟
お
も
ん
み

れ
ば
皇
帝
陛
下
、

春
台
熙よ
ろ
こ

び
を
展の

べ
、
秋し
う

荼と

繁
き
を
翦か

る
。
3
睿
知
は
天
縱
、
艶
藻

は
神
授
な
る
も
、猶
且
つ
学
び
て
聖ひ
じ
り

を
助
け
、問
ひ
て
裕め
ぐ
み

を
増
す
。

4
世
機
の
静
謐
な
る
に
属あ
た

り
て
、
琴
書
に
託よ

せ
て
日
を
終
へ
、
光
陰

の
暮
れ
易
き
を
嘆
じ
、
斯
文
の
将
に
墜
ち
な
む
と
す
る
こ
と
を
惜
し

む
。

　

大
意
と
し
て
岑
守
は
「
論
文
」
の
揚
言
を
引
用
し
て
文
章
の
意
義
を
説

き
、つ
い
で
天
資
聰
明
な
嵯
峨
天
皇
が
天
下
太
平
裡
に
琴
書
を
た
し
な
み
、

斯
文
が
喪
わ
れ
る
こ
と
を
案
じ
て
詩
集
編
纂
を
思
い
立
っ
た
こ
と
を
述
べ

る
。
２
３
４
に
お
い
て
天
皇
の
政
治
に
よ
っ
て
天
下
が
治
ま
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
天
皇
は
琴
書
に
ひ
ね
も
す
親
し
ん
だ
と
い
う
文
脈
に
注
目
し
た
い
。

「
春
台
展
熙　

秋
荼
翦
繁
」
は
春
に
高
台
に
登
っ
て
臣
下
と
楽
し
み
気
を

晴
ら
す
こ
と
、
厳
し
い
刑
法
を
廃
し
て
仁
政
を
敷
い
た
こ
と
（
小
島
注
）。
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「
睿
知
天
縱　

艷
藻
神
授
」
は
天
皇
の
知
性
と
文
才
を
述
べ
た
も
の
。
そ

の
上
で
「
猶
且
学
以
助
聖　

問
而
增
裕
」
と
い
う
よ
う
に
、
嵯
峨
天
皇
は

学
問
に
精
励
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
２
３
は
嵯
峨
天
皇
の

為
政
者
と
し
て
の
卓
越
し
た
能
力
を
讃
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
学
才

に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
い
わ
ば
経
国
の
力
で
も
あ
る
。
4
で
は
嵯
峨
天
皇
の

経
国
の
も
と
に
達
成
さ
れ
た
天
下
太
平
の
も
と
、
よ
う
や
く
琴
書
の
楽
し

み
に
天
皇
が
没
頭
し
え
た
こ
と
を
延
べ
、
そ
の
過
程
で
文
化
の
精
華
た
る

「
斯
文
」
の
消
失
を
天
皇
が
憂
慮
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
を
企
図
し
て
詩

集
を
編
纂
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
『
凌
雲
集
』
序
に
お
い
て
文
帝
の
揚
言
が
持
つ
功
利
性
と
不
朽
性
の
枠

組
そ
れ
自
体
は
継
承
さ
れ
て
お
り
、序
全
体
を
貫
く
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

文
章
の
経
国
の
力
に
よ
っ
て
天
下
は
治
ま
っ
た
も
の
の
月
日
は
白
駒
が
駆

け
る
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
当
世
の
文
章

を
世
々
伝
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
帝
と
小
野
岑

守
が
そ
れ
ぞ
れ
重
心
を
置
く
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
に
相
違
が
あ
る
。
文
帝
の

想
定
す
る
文
章
は
儒
教
の
経
典
や
奏
・
議
で
あ
る
の
に
対
し
、『
凌
雲
集
』

序
の
文
章
は
詩
な
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
文
章
と
い
う
言
葉
は
『
典
論
』

「
論
文
」
に
お
い
て
思
想
書
に
傾
い
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
六
朝

唐
の
用
例
を
見
れ
ば
詩
賦
が
文
章
の
中
で
最
上
位
に
位
置
す
る
よ
う
に
な

る
。賦
に
よ
っ
て
文
学
創
作
を
語
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
陸
機
の「
文

賦
」（『
文
選
』
巻
一
七
）
に
は
「
詩0

は
情
に
縁よ

り
て
綺き

靡び

た
り
、
賦0

は
物

を
体
し
て
瀏り
ゆ
う

亮り
よ
う

た
り
。
碑0

は
文
を
披ひ
ら

き
て
以
て
質
を
相た
す

け
、
誄0

る
い

は
纏
綿

と
し
て
悽せ
い

愴さ
う

た
り
。銘0

は
博
約
に
し
て
温
潤
、箴0

し
ん

は
頓
挫
し
て
清
壮
た
り
。

頌0

は
優
遊
し
て
以
て
彬ひ
ん

蔚う
つ

た
り
、
論0

は
精
微
に
し
て
朗
暢
た
り
。
奏0

は
平

徹
に
し
て
以
て
閑
雅
、
説0

は
煒ゐ

曄え
ふ

に
し
て
譎け
つ

誑
き
や
う

た
り
」（
訓
み
く
だ
し
は

新
釈
漢
文
大
系
に
よ
る
）
と
あ
り
、
陸
機
は
詩
・
賦
・
碑
・
誄
・
銘
・
箴
・

頌
・
論
・
奏
・
説
の
一
〇
種
類
の
ジ
ャ
ン
ル
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
が
、そ
の
中
で
詩
と
賦
が
ま
ず
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

『
典
論
』「
論
文
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
内
訳
が
奏
・
議
・
書
・
論
・
銘
・
誄
・

詩0

・
賦0

で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
魏
晋
南
朝
を
通
じ
て
詩
賦
の
地
位
が
急

速
に
上
昇
し
て
い
っ
た
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
気
付
か
さ
れ
る
の
で
あ
る（
（2
（

。

そ
し
て
六
朝
唐
の
用
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
、
小
野
岑
守
の
文
章
理

解
は
筋
違
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
共
通
解
に
近
い
も
の
と
い
え
る
。
数
あ

る
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
最
も
文
芸
的
で
、
作
者
の
精
神
性
が
前
面
に

あ
ら
わ
れ
る
詩
賦
は
、
公
文
書
一
般
よ
り
「
不
朽
の
盛
事
」
に
ふ
さ
わ
し

い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
詩
を
詠
じ
る
こ
と
が
政
治
家
と

し
て
の
才
能
・
教
養
と
、そ
し
て
精
神
の
あ
り
よ
う
を
表
す
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
古
代
日
本
官
人
の
通
念
は
既
に
『
懐
風
藻
』
に
端
緒
が
見
え
る
。

藤
原
麻
呂
の
「
暮
春
、
弟
の
園
池
に
置
酒
す
」
序
に
は
左
の
よ
う
な
一
文

が
あ
っ
た
。
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登
高
能
賦
、
即
是
大
夫
之
才

　
　
　

高
き
に
登
り
て
能
く
賦
す
る
こ
と
は
、
則
ち
こ
れ
大
夫
の
才
な
り

　
　

体
物
縁
情
、
豈
非
今
日
之
事

　
　
　

物
を
体
し
情
に
縁よ

る
と
は
、
豈
に
今
日
の
こ
と
な
ら
ず
や

　
　

宜
裁
四
韻
、
各
述
所
懐
、
云
爾

　
　
　

宜
し
く
四
韻
を
裁つ
く

り
て
、
各
お
の
懐
ふ
所
を
述
べ
よ
と
云い
ふ
の
み爾

　

こ
の
一
文
の
隔
句
対
に
お
い
て
前
半
は
属
目
の
風
物
を
言
語
化
す
る
こ

と
が
大
夫
た
る
も
の
の
才
能
で
あ
り
、
後
半
で
は
当
座
の
詩
作
が
陸
機
の

「
文
賦
」
に
い
う
詩
賦
の
ス
タ
イ
ル
（「
縁
情
」「
体
物
」）
に
合
致
す
る
こ

と
を
、
二
重
否
定
「
豈
非
…
…
」
で
強
調
し
た
も
の
。
現
代
語
に
訳
せ
ば
、

か
の
陸
機
が
い
う
物
を
表
し
、
情
を
述
べ
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
今
日

の
詩
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
場
に
い
る
士
大
夫
が
「
懐0

ふ
所
を
述0

べ
る
」
こ
と
、
い
わ
ば
「
述
懐

0

0

」

を
換
言
す
れ
ば
、
士
大
夫
と
し
て
の
精
神
の
あ
り
よ
う
を
宴
の
場
で
相
互

に
承
認
し
あ
う
こ
と
で
あ
る
。
侍
宴
応
制
や
官
人
同
士
の
贈
答
詩
を
収
録

し
た
『
凌
雲
集
』
に
た
ち
も
ど
れ
ば
、
嵯
峨
朝
詩
壇
の
比
類
な
き
気
風
を

世
に
伝
え
る
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
凌
雲
集
』

よ
り
四
年
後
に
成
立
し
た
『
文
華
秀
麗
集
』
序
に
よ
り
明
確
に
表
れ
て
い

る
。

　
　

�　

1
豈
非
□
□
儲
聡
、
製
文
之
無
虚
月
、
朝
英
国
俊
、
掞
藻
之
靡
絶

時
哉
。
2
或
気
骨
彌
高
、
諧
風
騒
於
声
律
、
或
軽
清
漸
長
、
映
綺
靡

於
艶
流
。
3
可
謂
輅
変
椎
而
増
華
、
氷
生
水
以
加
厲
。
4
英
声
因
而

掩
後
、
逸
価
藉
而
冠
先
。

　
　

�　

1
豈
に
□
□
儲
聰
、
文
を
製つ
く

る
に
虚
し
き
月
無
く
、
朝
英
国
俊
、

藻
を
掞の

ぶ
る
に
時
靡な

か
ら
ず
あ
ら
む
や
。
2
或
は
気
骨
彌
高
く
、
風

騒
を
声
律
に
諧と
と
の

へ
、
或
は
軽
清
漸
く
長た

け
、
綺
靡
を
艶
流
に
映
す
。

3
輅ろ

は
椎
よ
り
変
じ
て
華は
な

を
増
し
、
氷
は
水
よ
り
生
じ
て
厲は
げ

し
き
を

加
ふ
と
謂
ふ
べ
し
。
4
英
声　

因
り
て
後
を
掩お
ほ

ひ
、
逸
価　

籍よ

り
て

先
に
冠
た
り
。

　

1
は
聡
明
な
る
天
皇
・
皇
親
と
俊
英
な
る
臣
下
が
詩
文
製
作
に
精
励
し

て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。
や
は
り
詩
作
を
能
く
す
る
も
の
が
英
才
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
示
唆
す
る
隔
句
対
で
あ
る
が
、
そ
の
英
才
の
程
は
、

2
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。君
臣
の「
気
骨
」の
高
さ
は『
毛
詩
』『
離

騒
』
に
匹
敵
し
、「
軽
清
」
に
長
じ
て
、「
綺
靡
」（
艶
麗
な
表
現
）
が
「
艶

流
」（
美
し
い
文
章
）
に
流
れ
出
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
で

あ
る
け
れ
ど
も
、「
気
骨
」
は
文
章
の
風
格
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
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す
る
と
同
時
に
、
人
物
の
特
性
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。

詩
文
集
が
奈
良
・
平
安
朝
初
頭
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
駱
賓
王

の
「
斉
州
張
司
馬
に
上
る
啓
」（『
駱
賓
王
集
』
巻
六
）
に
は
張
司
馬
の
為

人
を
「
風
情
は
疏
朗
に
し
て
、
霜
明
月
湛
の
資
な
り
。
気
骨
は
端
厳
に
し

て
、
雪
白
水
清
の
概
な
り
」
と
し
て
い
る
が
、
霜
・
月
・
雪
・
水
に
擬
さ

れ
る
張
司
馬
の
超
俗
的
な
人
格
は
「
風
情
」
と
「
気
骨
」
の
二
つ
の
点
か

ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
文
華
秀
麗
集
』
序
の
「
気
骨
」
は
文
章

の
風
格
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
作
者
の
人
格
が
含
意
さ
れ
て

い
る
の
だ
。
3
で
は
『
文
選
』
序
を
ふ
ま
え
て
当
代
の
詩
作
が
古
今
に
比

類
な
き
こ
と
を
述
べ
る
。「
輅
」
は
天
子
が
乗
る
大
車
、「
椎
」
は
手
押
し

車
。
仲
雄
王
は
文
章
が
質
朴
か
ら
華
麗
へ
変
遷
す
る
と
発
展
的
に
と
ら
え

て
お
り
、
当
代
の
文
華
こ
そ
が
最
盛
期
と
の
主
張
で
あ
る
。
4
で
は
こ
の

嵯
峨
朝
詩
の
声
価
を
後
世
に
伝
え
る
べ
き
と
い
う
が
、
そ
れ
は
文
章
を
通

じ
て
作
者
の
気
骨
＝
精
神
を
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
『
文
華
秀
麗
集
』
序
も
『
凌
雲
集
』
序
と
同
じ
く
嵯
峨
朝
詩
文

の
永
遠
不
滅
な
ら
ん
こ
と
を
祈
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
凌
雲
集
』
序

に『
文
華
秀
麗
集
』序
の
よ
う
な
精
神
性
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

「
嘆
光
陰
之
易
暮　

惜
斯
文
之
将
墜
」
が
文
章
が
喪
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮

し
た
嵯
峨
天
皇
の
意
向
に
よ
る
詩
集
編
纂
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
天
下
太
平
の
時
代
の
気
風
、
そ
し
て
詩
人
の
精
神
を
記
念
す
る
意
図

が
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。『
凌
雲
集
』
で
官
位
順

に
詩
作
が
配
列
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
入
集
者
そ
れ
ぞ
れ
の
官
人
と
し

て
の
精
神
の
あ
り
よ
う
に
編
者
陣
が
注
目
し
て
い
る
こ
と
を
裏
書
き
す

る
。
よ
っ
て
い
ま
ま
で
分
析
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
て
き
た
不
朽
性

は
、
君
臣
の
自
己
認
識
に
関
わ
る
精
神
性
に
収
斂
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。

　

総
じ
て
、
小
野
岑
守
の
「
論
文
」
引
用
は
曹
丕
の
真
意
か
ら
離
れ
た
断

章
取
義
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
嵯
峨
朝
の
文
脈
に
沿
っ
た
創
造
的

な
再
解
釈
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
『
凌
雲
集
』
序
に
お
け
る
文
帝
の
揚
言
引

用
は
、
と
も
す
れ
ば
観
念
的
と
評
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
考
察

し
て
き
た
よ
う
に
、
詩
が
桓
武
朝
以
降
の
日
本
に
お
い
て
人
材
登
用
と
い

う
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
文
章
科
に
学
ぶ
者
は
詩
の
価
値
を

強
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
章
経
国
思
想
は
空
疎
で
観
念
的
な
た
て

ま
え
な
の
で
は
な
く
、
小
野
岑
守
ら
文
章
科
出
身
者
の
明
瞭
に
言
語
化
し

え
な
い
、
そ
れ
だ
け
に
深
い
実
感
が
こ
も
っ
て
い
た
も
の
と
見
な
く
て
は

な
ら
な
い（
（2
（

。
文
章
科
は
大
学
寮
の
本
科
た
る
明
経
道
を
し
の
ぐ
勢
い
で
拡

張
し
、
文
章
科
出
身
者
は
時
の
朝
廷
に
重
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら（
（2
（

、
曹

丕
の
印
象
的
な
揚
言
は
、
文
章
科
出
身
者
の
進
取
の
気
を
形
容
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
。
と
同
時
に
、『
典
論
』「
論
文
」
は
文
章
科
出
身
者
の
み
な

ら
ず
、嵯
峨
天
皇
の
漢
文
芸
愛
好
の
価
値
を
保
証
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
君
臣
の
漢
文
芸
に
対
す
る
位
相
の
異
な
る
認
識
を
兼

載
し
う
る
、
い
わ
ば
言
葉
の
器
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

六
、
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
れ
ば
、
文
章
経
国
思
想
は
嵯
峨
朝
詩
人
に

よ
る
『
典
論
』「
論
文
」
の
再
解
釈
と
、
文
章
の
中
で
も
社
会
的
効
用
が

曖
昧
だ
っ
た
詩
賦
の
価
値
を
叡
慮
の
も
と
に
は
じ
め
て
宣
言
し
た
点
に
、

そ
の
独
創
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
滝
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
凌

雲
集
』
撰
進
は
国
家
的
事
業
と
呼
ぶ
に
は
小
規
模
で
あ
り
、
正
史
に
撰
進

が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
公
的
価
値
は
従
来
想
定
さ
れ
て
い
た

ほ
ど
に
高
く
は
な
い（
（2
（

。
だ
が
、
弘
仁
一
二
年
（
八
二
一
）
に
嵯
峨
朝
詩
壇

の
一
員
で
あ
っ
た
藤
原
冬
嗣
の
上
卿
符
宣
で
文
章
博
士
の
官
位
が
従
五
位

下
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
明
経
博
士
を
抜
い
て
大
学
寮
教
官
中
最
高
位
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
論
理
の
展
開
が
曖
昧
な
『
凌
雲
集
』
序

は
む
し
ろ
嵯
峨
朝
漢
詩
隆
盛
の
兆
し
と
い
え
る
。『
凌
雲
集
』
よ
り
一
三

年
の
後
に
成
立
し
た
『
経
国
集
』
序
で
は
、
古
代
中
国
詩
史
を
整
理
し
た

う
え
で
『
典
論
』「
論
文
」
が
嵯
峨
朝
漢
文
芸
の
美
文
至
上
主
義
の
根
拠

で
あ
る
こ
と
を
、
辞
賦
は
雕
虫
の
小
技
に
過
ぎ
な
い
と
貶
め
た
揚
雄
と
対

比
し
て
「
揚
雄
が
法
言
の
愚
、
道
を
破
り
て
罪
有
り
。
魏
文
が
典
論
の
智
、

国
を
経
め
て
限
り
な
し
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
文
章
経
国
思

想
は
、
弘
仁
天
長
期
の
高
揚
と
退
潮
を
経
て
、
よ
う
や
く
明
確
な
定
義
を

得
た
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
詩
賦
を
含
め
る
文
章
が
嵯
峨
朝
詩
人
に
と
り
多
面
的
な
価
値

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。詩
は
立
身
出
世
の
糸
口
で
あ
り
、

宴
に
奉
仕
す
る
と
い
う
職
務
の
一
部
で
あ
り
、
そ
し
て
自
ら
の
精
神
を
表

す
媒
体
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
若
か
り
し
日
の
小
野
岑
守
は
常
日
頃
よ

り
『
文
選
』
を
ひ
も
と
き
、「
論
文
」
を
諳
ん
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か

る
が
ゆ
え
に
岑
守
は
、
文
帝
の
揚
言
へ
の
共
感
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。「
信ま
こ
と

な
る
か
な
」
と
。

注（1
）�

本
稿
に
お
け
る
『
凌
雲
集
』『
経
国
集
』
の
本
文
・
訓
み
く
だ
し
は
小
島
憲
之
『
国

風
暗
黒
時
代
の
文
学
』（
中（
上
）～
下
三　

塙
書
房
、
一
九
七
三
年
～
一
九
八
九

年
）
に
、『
文
華
秀
麗
集
』
の
本
文
・
訓
み
く
だ
し
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

69
（
小
島
憲
之
校
注
）
に
従
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
小
島
憲
之
氏
の
注
釈
を
参
照

す
る
場
合
、
小
島
注
と
表
記
す
る
。

（
2
）�
池
田
氏
が
文
章
経
国
思
想
を
考
察
の
対
象
と
し
た
論
考
は
「
文
章
経
国
」（
原
題

「
平
安
初
期
に
お
け
る
文
章
の
経
国
的
性
格
」『
古
代
学
』
10
、
一
九
六
二
年
）
で

あ
る
も
の
の
、
そ
の
観
点
は
「
藤
原
時
代
の
文
化
の
性
格
」（『
奈
良
大
学
紀
要
』

7
、
一
九
五
七
年
）
に
既
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
3
）�
文
章
経
国
思
想
の
主
な
論
拠
を
提
示
す
る
、
と
い
う
整
理
の
仕
方
は
後
述
す
る
滝

川
幸
司
「
勅
撰
集
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
―
嵯
峨
朝
に
於
け
る
「
文
章
経
国
」
の

受
容
再
論
―
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
188
、
二
〇
一
五
年
）
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
の
論
は
文
章
経
国
思
想
研
究
史
の
総
括
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た

い
。

（
4
）�

小
島
氏
は
一
九
七
三
年
に
発
表
し
た
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

中（
上
）』（
塙

書
房
）「
文
章
は
経
国
の
大
業
な
り
」
で
文
章
経
国
思
想
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に

検
討
し
て
い
る
。
氏
は
文
章
経
国
思
想
が
平
安
朝
初
頭
に
受
容
さ
れ
た
下
地
を
上

代
に
求
め
、
主
と
し
て
文
武
朝
前
後
の
対
策
文
（『
経
国
集
』
所
収
）
の
分
析
を

通
じ
て
漢
文
作
成
能
力
が
律
令
官
人
に
要
請
さ
れ
、
や
が
て
文
章
製
作
と
国
家
経

営
が
結
合
し
、
文
化
理
念
と
し
て
貴
族
層
に
浸
透
・
内
面
化
さ
れ
て
い
っ
た
過
程

を
叙
述
す
る
。

（
5
）�

た
と
え
ば
今
井
源
衛
『
漢
詩
文
と
平
安
朝
文
学
』（
今
井
源
衛
著
作
集
8　

笠
間

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）「
平
安
初
頭
の
文
学
」（
初
出
一
九
六
八
年
）
で
嵯
峨
朝
漢

文
学
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

�　

弘
仁
期
の
勅
撰
三
詩
集
は
、
多
少
と
も
、
序
文
な
ど
で
こ
の
文
字
（『
典
論
』

「
論
文
」　

宋
注
）
へ
の
共
鳴
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
…
…
そ
れ
は
反
面
、
我
が

国
古
代
律
令
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
い
か
に
主
体
的
に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
も
思
わ
せ
る
。
…
…
律
令
制
が
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
拠
た
る
中

国
経
史
の
学
を
軽
ん
じ
て
、末
梢
的
な
修
辞
の
学
へ
乗
り
か
え
る
こ
と
自
体
が
、

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
政
治
の
現
実
に
と
っ
て
は
実
体
の
乏
し
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
…
…

　
　

�　

引
用
箇
所
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
嵯
峨
朝
の
文
章
経
国
思
想
が
文
学
思
想
と
し

て
流
行
し
、
つ
い
に
は
律
令
制
を
支
え
る
べ
き
経
史
の
学
を
凌
駕
し
、
古
代
日
本

律
令
制
の
弛
緩
を
ま
ね
く
要
因
と
な
っ
た
と
今
井
氏
は
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
6
）�

松
浦
友
久
『
日
本
上
代
漢
詩
文
論
考
』（
松
浦
友
久
著
作
選
Ⅲ　

研
文
出
版
、

二
〇
〇
四
年
）「
上
代
漢
詩
文
の
理
念
と
様
式
―
―
詩
文
実
作
の
意
味
す
る
も
の
」

（
初
出
一
九
六
六
年
）

（
7
）�『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

中
（
上
）』（
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
）「
文
章
は
経
国

の
大
業
な
り
」

（
8
）�

岡
村
繁
「
曹
丕
の
『
典
論
論
文
』
に
つ
い
て
」（『
支
那
学
研
究
』
24
・
25
、

一
九
六
〇
年
一
〇
月
）。
な
お
近
年
で
は
牧
角
悦
子
『
経
国
と
文
章
―
―
漢
魏
六

朝
文
学
論
―
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）「
経
国
と
文
章
―
―
建
安
に
お
け

る
文
学
の
自
覚
―
―
」（
初
出
二
〇
一
二
年
）
が
『
典
論
』「
論
文
」
研
究
を
概
括

し
て
い
る
。

（
9
）�

前
注
所
掲
岡
村
論
文
。
ま
た
近
年
で
は
、『
文
選
』
の
編
者
が
『
典
論
』「
論
文
」

の
本
文
を
刪
定
し
て
曹
丕
と
建
安
七
子
の
友
情
物
語
に
仕
立
て
た
と
す
る
福
井
佳

夫
氏
の
指
摘
も
あ
る
。『
六
朝
文
評
価
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）「
曹

丕
「
典
論
論
文
」
の
文
章
」（
初
出
二
〇
一
〇
年
）

（
10
）�

中
唐
の
李
咸
の
「
田
獲
三
狐
賦
」（『
文
苑
英
華
』
巻
一
三
四
）
に
「
文
章
経
国
た

ら
ば
、
則
ち
一
代
の
英
儒
な
り
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。

（
11
）�『
三
国
志
』
裴
松
之
注
所
引
『
捜
神
記
』
に
よ
れ
ば
、
文
帝
の
後
継
者
で
あ
る
明

帝
曹
叡
は
三
公
に
下
し
た
詔
書
に
「
先
帝
が
昔
そ
の
か
み

著
し
た
る
『
典
論
』、
不
朽
の

格
言
な
り
。
其
を
廟
門
の
外
及
び
太
学
に
石
に
刊き
ざ

み
て
石
経
と
並
ば
せ
、
以
て
永

に
来
世
に
示
さ
ん
」と
述
べ
て
い
る
。「
石
経
」と
は
五
経
を
刻
ん
だ
石
碑
で
あ
り
、

明
帝
は
亡
父
の
意
志
を
汲
ん
で
『
典
論
』
を
五
経
に
匹
敵
す
る
文
章
で
あ
る
と
宣

言
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
12
）�

潘
岳
が
い
う
士
と
し
て
為
す
べ
き
「
立
功
立
事
」
の
発
想
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
『
左

伝
』
襄
公
二
四
年
条
の
「
太
上
に
は
徳
を
立
つ
る
有
り
。
其
の
次
に
は
功
を
立
つ

る
有
り
。
其
の
次
に
は
言
を
立
つ
る
有
り
」
に
至
る
が
、『
典
論
』「
論
文
」
も
か

か
る
儒
教
的
価
値
観
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
は
網
祐
次
氏
が
『
中
国
中
世
文
学
研

究
―
―
南
斉
永
明
時
代
を
中
心
と
し
て
―
―
』（
新
樹
社
、
一
九
六
〇
年
）「
文
体

の
変
遷
―
―
南
朝
時
代
を
中
心
と
し
て
―
―
」（
初
出
一
九
四
二
年
）
で
指
摘
し
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て
い
る
。

（
13
）�『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）「
士
人
の
心
理
と
生

活
」

（
14
）�

古
藤
真
平
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」（『
古
代
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
3
、
一
九
九
三

年
）
の
概
括
に
よ
れ
ば
、
律
令
条
文
の
規
定
上
、
秀
才
・
明
経
・
進
士
は
い
ず
れ

も
「
経
」
と
「
文
」
の
高
度
な
学
習
を
経
た
者
を
選
抜
す
る
任
官
試
験
で
あ
っ
た
。

（
15
）�

久
木
幸
男
『
大
学
寮
と
古
代
儒
教
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
46
～

49
頁

（
16
）�

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』（
補
訂
版　

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）「
宮

廷
詩
人
と
律
令
官
人
と
―
―
嵯
峨
朝
文
壇
の
基
盤
―
―
」（
初
出
一
九
七
九
年
）

（
18
）�

注
（
14
）
所
掲
古
藤
真
平
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」

（
19
）�

文
章
生
試
及
第
の
推
定
年
代
は
李
宇
玲
『
古
代
宮
廷
文
学
論
』（
勉
誠
社
、

二
〇
一
一
年
）「『
経
国
集
』
の
試
帖
詩
考
」
に
よ
る
。
そ
の
後
の
岑
守
の
経
歴
に

つ
い
て
は
古
藤
真
平
「
八
・
九
世
紀
文
章
生
、
文
章
得
業
生
、
秀
才
・
進
士
試
受

験
者
一
覧
（
稿
）」（『
国
書
逸
文
研
究
』
24
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
20
）�

金
原
理
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）「
小
野

岑
守
考
」（
初
出
一
九
七
三
年
）、
後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』（
補
訂
版 

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）「
小
野
岑
守
小
論
」（
初
出
一
九
七
九
年
）、
藤
原
克

己
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）「
小
野

篁
の
文
学
」（
初
出
一
九
八
六
年
）

（
21
）�

注
（
14
）
所
掲
古
藤
真
平
「
文
章
科
と
紀
伝
道
」

（
22
）�

注
（
19
）
所
掲
李
宇
玲
「『
経
国
集
』
の
試
帖
詩
考
」

（
23
）�

六
朝
期
の
寒
門
の
士
が
出
世
す
る
に
は
名
士
の
推
薦
、
皇
帝
の
眷
顧
が
必
要
で
あ

り
、
寒
門
の
文
人
は
政
界
の
有
力
者
の
目
に
叶
う
詩
文
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
視
座
は
つ
と
に
森
野
繁
氏
の
『
六
朝
詩
の
研
究
』（
第
一
学
習
社
、

一
九
七
六
年
）「
斉
・
梁
の
文
学
集
団
と
中
心
人
物
」
77
頁
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
土
屋
聰
氏
が
『
六
朝
寒
門
文
人
鮑
照
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
四
年
）
で
類
似
す
る
見
解
に
基
づ
い
て
鮑
照
の
文
学
を
分
析
し
、
従
来
の

才
子
不
遇
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
詩
賦
を
含
め
た
文
章
の
作
成
で

忠
勤
し
、
有
力
者
に
取
り
立
て
ら
れ
て
ゆ
く
中
下
級
官
人
と
し
て
の
鮑
照
像
を
照

射
す
る
。

（
24
）�

注
（
19
）
所
掲
李
宇
玲
「『
経
国
集
』
の
試
帖
詩
考
」

（
25
）�

六
朝
に
お
け
る
文
学
観
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』（
中

国
文
学
理
論
研
究
集
成
1　

清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）「
六
朝
期
に
お
け
る
文
学

観
の
展
開
―
―
ジ
ャ
ン
ル
論
を
中
心
に
―
―
」（
初
出
一
九
八
八
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
26
）�

半
谷
芳
文
氏
は
「
勅
撰
三
漢
詩
集
考
―
―
序
文
と
初
唐
の
文
章
観
―
―
」（『
中
古

文
学
論
攷
』
2
、
一
九
八
三
年
三
月
）
で
「
弘
仁
天
長
期
の
「
文
章
」
理
念
が
…

（
中
略
）
…
た
て
ま
え
的
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
述
べ
る
。
半
谷
氏
の
論
証
の
角
度
は
本
稿
と
少
な
く
な
い
相
違
点
が

あ
る
も
の
の
、
氏
の
主
張
は
首
肯
さ
れ
る
。

（
27
）�

漢
風
全
盛
の
時
代
で
あ
る
弘
仁
・
天
長
期
を
過
ぎ
て
も
な
お
文
章
科
出
身
者
の
極

官
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
は
古
藤
真
平
「
嵯
峨
朝
時
代
の
文
章
生
出
身
官
人
」

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
188
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
・

一
〇
世
紀
に
お
け
る
文
章
科
の
隆
盛
と
衰
退
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、川
尻
秋
生「
日

本
古
代
に
お
け
る
「
議
」」（『
史
学
雑
誌
』
110
―
3
、
二
〇
〇
一
年
）
に
描
出
さ

れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）�

滝
川
幸
司
「
勅
撰
集
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
― 

嵯
峨
朝
に
於
け
る
「
文
章
経
国
」

の
受
容
再
論
―
―
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
188
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

【
付
記
】
本
論
の
根
幹
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
、
齋
藤
希
史
先
生
に
貴
重
な
御
教
示
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。


